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身近な雑草と食卓の植物の教材化

－生物の共通性と多様性に着目して－

高校理科の科目である「生物基礎」の特徴

は，身の回りの自然や日常生活や社会との関

連性を意識しながら理解させ，基礎的な素養

を身に付けさせるように意図している。

また，生物や生物現象の理解を助けるため，

共通性と多様性という視点を導入しているの

も特徴であり，生物は多様でありながら共通

性をもっていることを理解させることが重要

な内容となっている。

そこで本稿では，生物の共通性と多様性に

関わる「花と茎の観察」について，身近に多

くの種類が見られるキク科植物と，食卓の植

物として馴染みがある，アブラナ科植物を取

り上げ，これらの教材化について中心に述べ

る。

１ 観察に用いる植物

(1) キク科植物

キク科植物の多くは，葉を地ぎわに多

数つけたロゼッ

トの状態で冬を

越し，茎を長く

伸ばして，頂端

に小さな花（小

花）が多数集まった頭状花序（頭花）を

写真１ ヒメジョオン

つける。キク，コスモスなど栽培される

種も多い。ここでは，これらの特徴をも

ち，県内各地に分布している身近な雑草

であるヒメジョオン（ムカシヨモ ギ 属

： Erigeron annuus Pers）(写真1)と，

ヒマワリ（ヒマワリ属：Helianthus annuus

L.）を取り上げる。

(2) アブラナ科植物

アブラナ科植物は，アブラナ，キャベ

ツ,ダイコンなどの野菜が含まれる。花

は４枚の花弁があり，すぐにアブラナ科

と判断できる。ここでは，県内の多くの

河川で確認できるクレソンと呼ばれる

オランダガラシ（オランダガラシ属

：Nasturtium

o f f i c i n a l e）

と，食卓の植物

であるブロッコ

リー（アブラナ

属:Brassica oleracea var.italica）

（写真２）を取り上げる。

写真２ ブロッコリー

○ 観察に用いる植物

キク科：ヒメジョオン，ヒマワリ

アブラナ科：オランダガラシ，ブロッコリー
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２ 花と茎の観察

(1) 観察の方法

ア 花の形態

植物の体の中で最も多様性が高いの

は，生殖にお

いて重要な役

割を果たす花

の 構 造 で あ

る。そこで，

ルーペや双眼実体顕微鏡で観察しなが

ら（写真３），ピンセットで花を解剖

し，紙に花弁，がく，めしべ，おしべ

を並べ，個数や色などを観察する。ま

た，花の立体的なつくりを調べるため

必要に応じて縦断面を作成する。

イ 茎の維管束

茎の維管束の観察は，共通性や多様

性に着目した観察が可能で，植物に対

する興味・関心を高めることが期待で

きる。そこで観察に向けた準備と観察

の方法，留意点について述べる。

準備と観察の方法

① 水が茎の

どの部分を

通って移動

するのかを

調 べ る た

め，染色液に植物を一晩さしておく

（写真４）。

② 水の吸収を促進させるため，植物

は日当たりのよい窓際に置く。

③ 染色の状態から水の通り道を調べ

るため，茎はかみそりの刃で縦や横

写真４ 染色液と植物

写真３ 花の観察

に薄く切り（写真５），双眼実体顕

微鏡で断面を観察させる。

留意点

① 植物の種

類 や 大 き

さ，季節な

どによって

水分の吸収

速度は異なるので，授業に合わせた

計画的な染色をする。

② 染色の状態は経時的に変化するの

で，茎や葉，花弁の色を注意深く観

察する。

③ デンプンを含んだ食紅は，道管を

うまく通過できないため染色液には

適さないので，染色液に関わる事項

も，注意点として生徒に伝える。

(2) 観察の実際

ア 花の形態

ヒメジョオンでは小花が多数集まっ

た頭花がつく

（写真６）。

双眼実体顕微

鏡による観察

により，周辺

部には，花弁

が発達した白

い舌状花と，

中心部には花

弁が目立たな

い筒状花が確認できる（写真７）。同

じ花の中に，２種類の形態があるとい

う多様性に気付かせたい。

写真７ 舌状花(上)と筒状花(下)

写真６ ヒメジョオンの頭花

写真５ 切片の作成

ヒメジョオン
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ヒマワリの

頭花（写真８）

にも舌状花と

筒状花を確認

できることか

ら（写真９），観察によりヒメジョオ

ンとの共通性を理解させたい。

また，ヒマ

ワリの筒状花

（写真10）に

は，先端には

めしべの柱頭

と５本のおしべが観察

できる。王冠のように

先が５つに分かれた合

弁花冠があり，受粉後

１個の種子ができる。

花は４枚の

花弁からなり

白 色 で あ る

（写真11）。

花を解剖する

と，めしべは

１本，おしべ

は６本あるこ

とを確認でき

る(写真12）。

花は４枚の花弁からなり黄色で（写

写真９ 舌状花(上)と筒状花(下)

写真10 筒状花

写真11 オランダガラシの花

写真12 めしべ(左)とおしべ(右)

写真８ ヒマワリの頭花

オランダガラシ

ブロッコリー

ヒマワリ
真13），オランダガラシより大型であ

ることから，

花弁の色や大

きさの違いか

ら，多様性の

具体例を提示

することができる。

ブロッコリーのめしべやおしべの色

や形状はオラ

ンダガラシと

は異なる。し

かし，本数は

め し べ は １

本，おしべは６本で（写真14），オラ

ンダガラシとの共通性を観察できる。

アブラナ科の花は十字花と呼ばれ，

形態や名称に特徴があることから，印

象付けながらポイントを押さえて花の

つくりを指導することに心掛けたい。

これまで示した，花のつくりにおける

共通性と多様性をまとめると表１のよ

うになる。

表１ 共通性と多様性の視点（花のつくり）

キク科 めしべ１本，おしべ５本

ヒメジョオン 舌状花(白)，筒状花(５枚)

ヒマワリ 舌状花(黄)，筒状花(５枚)

アブラナ科 めしべ１本，おしべ６本

オランダガラシ 花弁(白)，十字花(４枚)

ブロッコリー 花弁(黄)，十字花(４枚)

また，指導計画を作成する際には，

キクは短日植物，アブラナは長日植物

であることから，花の観察には地域に

おける花期を把握しておく必要もある。

写真13 ブロッコリーの花

写真14 めしべ(左)とおしべ(右)
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イ 茎の維管束

染色したヒメジョオンの茎の横断面

を 観 察 す る

と，水の通り

道である道管

が観察される

（写真15）。

茎の横断面の観察からは，キク科で

あるヒメジョオンとヒマワリ（写真16）

は中心部が白色であり，維管束は表皮

に近い周辺部

に分布してい

ることに気付

かせることが

できる。

アブラナ科に属するオランダガラシ

（写真17）とブロッコリー（写真18）

の茎は薄い緑色で類似している。しか

し，オランダ

ガラシの維管

束はブロッコ

リーより中心

寄りで，アブ

ラナ科におい

て多様性があ

ることに気付

かせたい。

これまで示

したヒメジョオンとヒマワリ，オラン

ダガラシとブロッコリーの維管束は，

いずれも輪状に分布しており，共通性

があることに気付かせることができる。

維管束のことを述べたように，身近

にある植物を用いることにより，容易

写真18 横断面（ブロッコリー）

写真17 横断面（オランダガラシ）

写真16 横断面（ヒマワリ）

写真15 横断面（ヒメジョオン）

に茎の維管束を観察できるばかりでな

く，キク科植物とアブラナ科植物にお

ける，茎のつくりの共通性と多様性に

ついて認識させ，理解を深めることが

できる。茎のつくりにおける共通性と

多様性をまとめると表２のようになる。

表２ 共通性と多様性の視点（茎のつくり）

キク科 維管束は輪状

ヒメジョオン 周辺部，茎の断面(白)

ヒマワリ 周辺部，茎の断面(白)

アブラナ科 維管束は輪状

オランダガラシ 中心寄り，茎の断面(薄緑)

ブロッコリー 周辺部，茎の断面(薄緑)

これまで述べたように，「生物基礎」にお

ける生物の共通性と多様性について生徒に興

味・関心をもたせ，効果的な指導を行うため

には，希少種のような特別なものでなくても，

日常にある身近な雑草や食卓の植物を活用す

ることが非常に有効となる。

このように，生徒が主体的に身の回りの生

物や生物現象に関わりながら興味・関心を高

め，目的意識をもって観察，実験などを行う

ことにより，科学的な思考力や表現力を育む

ことが期待できる。
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